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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第54期

第３四半期連結
累計期間

第55期
第３四半期連結
累計期間

第54期

会計期間

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　12月31日

自平成29年
　４月１日
至平成29年
　12月31日

自平成28年
　４月１日
至平成29年
　３月31日

売上高 （千円） 23,460,489 23,201,162 30,959,389

経常利益 （千円） 853,895 821,556 1,551,374

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 685,045 423,123 695,681

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,073,648 1,456,488 988,628

純資産額 （千円） 31,199,310 32,119,587 31,114,427

総資産額 （千円） 61,094,890 61,212,103 60,696,217

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 84.81 52.40 86.13

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 43.3 44.3 43.5

 

回次
第54期

第３四半期連結
会計期間

第55期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成28年
　10月１日
至平成28年
　12月31日

自平成29年
　10月１日
至平成29年
　12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 122.33 0.06

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日～平成29年12月31日）におけるわが国経済は、企業収益は底堅

く、個人消費に持ち直しの動きがみられるなど緩やかな回復傾向で推移しました。世界経済におきましては、米国

は雇用環境の改善や個人消費が底堅く推移するなど拡大基調が続き、欧州におきましても雇用環境の改善など緩や

かな回復となりました。また、中国では輸出や個人消費に拡大の動きが見られ、緩やかな回復基調で推移しまし

た。

このような環境の中、当社グループが属する電子部品マーケットにおきましては、カーエレクトロニクス向け

や産業機器向けの販売が堅調に推移しましたが、中国スマホ向けの製品が低調に推移し、売上高は23,201百万円

（前年同期比1.1%減）となりました。利益面につきましては、減収や設備稼働率の低下などの影響により営業利益

は636百万円（前年同期比27.9%減）となりました。また、営業外収益に為替差益158百万円を計上した結果、経常

利益は821百万円（前年同期比3.8%減）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は423百万円（前年同期比

38.2%減）となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 日本

　日本国内におきましては、産業向けやカーエレクトロニクス向けなどが前年を上回り、売上高は5,640百万円と

前年同期と比べ426百万円（8.2%増）の増収となりましたが、国内生産品目の稼働率が低下し、セグメント利益

（営業利益）は147百万円と前年同期と比べ726百万円（83.1%減）の減益となりました。

 

② 北米

　北米におきましては、産業向けなどの販売が増加し、売上高は1,261百万円と前年同期と比べ49百万円（4.1%

増）の増収となり、セグメント利益（営業利益）は13百万円と前年同期と比べ4百万円（50.4%増）の増益となりま

した。

 

③ 欧州

　欧州におきましては、カーエレクトロニクス向けなどが前年を上回った結果、売上高は2,175百万円と前年同期

と比べ358百万円（19.7%増）の増収となりましたが、固定費の増加などにより、セグメント利益（営業利益）は35

百万円と前年同期と比べ23百万円（40.1%減）の減益となりました。

 

④ 中国

　中国におきましては、通信機向けなどが前年を下回り、売上高は7,204百万円と前年同期と比べ810百万円

（10.1%減）の減収となり、セグメント損失（営業損失）は363百万円と前年同期と比べ51百万円（前年同期はセグ

メント損失312百万円）の悪化となりました。

 

⑤ 台湾

　台湾におきましては、通信機器向けなどの販売が減少し、売上高は5,235百万円と前年同期と比べ377百万円

（6.7%減）の減収となりましたが、固定費の減少などにより、セグメント利益（営業利益）は599百万円と前年同

期と比べ118百万円（24.7%増）の増益となりました。
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⑥ アジア

　その他アジアにおきましては、通信機向けやカーエレクトロニクス向けなどの販売が増加し、売上高は1,682百

万円と前年同期と比べ94百万円（5.9%増）の増収となり、生産子会社の原価改善が進み、セグメント利益（営業利

益）は226百万円と前年同期と比べ303百万円（前年同期はセグメント損失76百万円）の増益となりました。

 

 

(2）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末の財政状態といたしましては、総資産61,212百万円となり、前連結会計年度末比

515百万円増加しております。これは主に機械装置及び運搬具の増加などによるものであります。負債は29,092百

万円となり、前連結会計年度末比489百万円減少しております。これは主に支払手形及び買掛金が減少したことに

よるものであります。純資産は32,119百万円と、前連結会計年度末比1,005百万円増加しております。これは、主

に為替換算調整勘定が増加したことなどによるものであります。自己資本比率は44.3％となりました。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、1,324百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 26,000,000

計 26,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,049,242 9,049,242
東京証券取引所

市場第一部

　単元株式数

　100株

計 9,049,242 9,049,242 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年10月１日～

平成29年12月31日
－ 9,049,242 － 19,344,883 － 5,781,500

 

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　974,400
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　8,013,300 80,133 －

単元未満株式 普通株式　　　 61,542 －
１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 9,049,242 － －

総株主の議決権 － 80,133 －

 

②【自己株式等】

平成29年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社大真空
兵庫県加古川市平岡町新

在家字鴻野1389番地
974,400 － 974,400 10.77

計 － 974,400 － 974,400 10.77

　（注）当第３四半期会計期間末日現在の保有自己株式数は974千株です。

 

２【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平

成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、SCS国際有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 17,203,558 16,174,371

受取手形及び売掛金 7,380,990 ※２ 7,739,933

有価証券 360,191 715,040

商品及び製品 3,145,328 3,992,069

仕掛品 3,074,162 2,990,347

原材料及び貯蔵品 3,214,471 3,598,297

繰延税金資産 306,753 218,616

その他 2,301,538 1,198,689

貸倒引当金 △12,135 △12,734

流動資産合計 36,974,860 36,614,631

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,734,021 3,548,697

機械装置及び運搬具（純額） 8,220,481 9,561,233

工具、器具及び備品（純額） 817,813 869,556

土地 5,704,789 5,736,356

リース資産（純額） 704,766 653,111

建設仮勘定 1,218,919 756,454

有形固定資産合計 20,400,792 21,125,411

無形固定資産 168,066 179,334

投資その他の資産   

投資有価証券 1,716,820 1,925,344

長期貸付金 177 838

繰延税金資産 217,143 256,692

その他 1,298,158 1,189,651

貸倒引当金 △79,800 △79,801

投資その他の資産合計 3,152,499 3,292,725

固定資産合計 23,721,357 24,597,471

資産合計 60,696,217 61,212,103
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,224,582 2,542,201

短期借入金 1,525,350 2,055,150

1年内返済予定の長期借入金 5,089,212 3,734,425

リース債務 68,464 69,613

未払金 1,535,545 1,258,653

未払法人税等 528,486 216,925

賞与引当金 461,207 262,177

役員賞与引当金 15,000 11,250

繰延税金負債 1,080 4,344

その他 778,454 909,125

流動負債合計 13,227,385 11,063,867

固定負債   

長期借入金 12,851,468 14,693,011

リース債務 640,642 588,287

繰延税金負債 865,555 774,815

退職給付に係る負債 1,691,864 1,661,938

長期未払金 172,560 167,557

資産除去債務 25,216 25,532

その他 107,096 117,505

固定負債合計 16,354,404 18,028,648

負債合計 29,581,790 29,092,515

純資産の部   

株主資本   

資本金 19,344,883 19,344,883

資本剰余金 7,158,606 7,158,606

利益剰余金 555,433 655,544

自己株式 △1,917,465 △1,919,892

株主資本合計 25,141,458 25,239,141

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 423,932 596,467

為替換算調整勘定 840,568 1,254,802

退職給付に係る調整累計額 △22,449 △2,247

その他の包括利益累計額合計 1,242,051 1,849,022

非支配株主持分 4,730,917 5,031,423

純資産合計 31,114,427 32,119,587

負債純資産合計 60,696,217 61,212,103

 

EDINET提出書類

株式会社大真空(E01952)

四半期報告書

 9/17



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高 23,460,489 23,201,162

売上原価 18,053,688 17,772,254

売上総利益 5,406,801 5,428,907

販売費及び一般管理費 4,524,849 4,792,639

営業利益 881,951 636,268

営業外収益   

受取利息 37,343 44,213

受取配当金 35,544 32,245

為替差益 － 158,849

その他 116,687 121,737

営業外収益合計 189,575 357,045

営業外費用   

支払利息 99,205 96,935

為替差損 33,728 －

その他 84,697 74,822

営業外費用合計 217,631 171,758

経常利益 853,895 821,556

特別利益   

固定資産売却益 66,549 34,044

投資有価証券売却益 45,759 30,324

退職給付信託設定益 124,413 －

特別利益合計 236,722 64,369

特別損失   

固定資産売却損 1,464 10,742

固定資産除却損 5,677 966

減損損失 79,376 59,386

子会社株式売却損 55,399 －

特別損失合計 141,917 71,094

税金等調整前四半期純利益 948,699 814,830

法人税、住民税及び事業税 265,660 274,247

過年度法人税等 － 31,054

法人税等調整額 △136,587 △129,361

法人税等合計 129,072 175,940

四半期純利益 819,627 638,890

非支配株主に帰属する四半期純利益 134,581 215,766

親会社株主に帰属する四半期純利益 685,045 423,123
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

四半期純利益 819,627 638,890

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 86,622 172,535

為替換算調整勘定 146,708 624,457

退職給付に係る調整額 20,690 20,605

その他の包括利益合計 254,021 817,598

四半期包括利益 1,073,648 1,456,488

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 861,796 1,030,094

非支配株主に係る四半期包括利益 211,852 426,393
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　一部の連結子会社の税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗

じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成29年12月31日）

受取手形裏書譲渡高 83,472千円 82,650千円

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でした

が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のと

おりであります。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成29年12月31日）

受取手形 －千円 2,345千円

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産及び長期前払費用に係る償却費を含む。）の償却額は、次のとお

りであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

減価償却費 1,893,029千円 2,154,756千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日

定時株主総会
普通株式 80,782 2 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金

平成28年11月11日

取締役会
普通株式 40,384 1 平成28年９月30日 平成28年12月６日 利益剰余金

（注）平成28年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行いましたが、上記配当金については、当該併

合前の株式数を基準に配当を実施いたします。

 
 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日

定時株主総会
普通株式 201,891 25 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金

平成29年11月10日

取締役会
普通株式 121,121 15 平成29年９月30日 平成29年12月14日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２ 日本

北米
（注）３

欧州
（注）３

中国 台湾
アジア
（注）３

計

売上高          

外部顧客への

売上高
5,214,013 1,212,166 1,816,855 8,015,413 5,613,748 1,588,290 23,460,489 － 23,460,489

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

14,338,367 38,441 3,278 1,454,174 2,091,715 3,892,811 21,818,788 △21,818,788 －

計 19,552,381 1,250,608 1,820,134 9,469,587 7,705,463 5,481,102 45,279,278 △21,818,788 23,460,489

セグメント利益

又は損失（△）
874,283 8,929 59,160 △312,638 480,536 △76,570 1,033,702 △151,750 881,951

（注）１.　セグメント利益又は損失の調整額△151,750千円には、セグメント間取引消去△28,050千円、その

他の調整額△123,700千円が含まれております。

２.　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３.　日本、中国、台湾以外の各セグメントに属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北米………米国

(2）欧州………ドイツ

(3）アジア……インドネシア、シンガポール、タイ

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

（単位：千円）

 日本 北米 欧州 中国 台湾 アジア 合計

減損損失 － － － － 79,376 － 79,376
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２ 日本

北米
（注）３

欧州
（注）３

中国 台湾
アジア
（注）３

計

売上高          

外部顧客への

売上高
5,640,422 1,261,854 2,175,589 7,204,885 5,235,797 1,682,611 23,201,162 － 23,201,162

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

12,990,151 34,145 2,961 1,444,438 2,801,220 5,208,495 22,481,413 △22,481,413 －

計 18,630,574 1,295,999 2,178,550 8,649,323 8,037,018 6,891,107 45,682,575 △22,481,413 23,201,162

セグメント利益

又は損失（△）
147,948 13,429 35,424 △363,893 599,091 226,536 658,536 △22,267 636,268

（注）１.　セグメント利益又は損失の調整額△22,267千円には、セグメント間取引消去18,269千円、その他

の調整額△40,536千円が含まれております。

２.　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３.　日本、中国、台湾以外の各セグメントに属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北米………米国

(2）欧州………ドイツ

(3）アジア……インドネシア、シンガポール、タイ

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

（単位：千円）

 日本 北米 欧州 中国 台湾 アジア 合計

減損損失 11,990 － － － 47,395 － 59,386
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 84円81銭 52円40銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
685,045 423,123

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
685,045 423,123

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,077 8,074

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

 平成29年11月10日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………121,121千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………15円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成29年12月14日

（注）平成29年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年２月９日

株式会社大真空

取 締 役 会　御 中

 

SCS国際有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 牧 　　辰 人　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 松 山　元 浩　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社大真空

の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平成29

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大真空及び連結子会社の平成29年12月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２.ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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